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第５６号 News Letter

第２０回総会開催について

NPO 法人グラウンドワーク東海は２００３年９月１２日に設立されましたが、１

９９６年５月に前身の「グラウンドワーク東海地域連絡協議会」が設立されていま

す。したがって、本年は２０周年に当たります。

２０周年記念総会を以下のように開催しますので会員の皆様のご出席をお願い

いたします。やむをえず、ご欠席の場合は所定の様式で委任状を提出してください。

なお、定款に基づき総会は正会員総数の１／３以上の出席で成立し、出席者の過

半数の賛成で議決します。また、会費が納入されるまで評決権が凍結され議決に加

わることができません。

開催日時 平成２８年６月１８日(土)１３:３０～

開催場所 グランパレホテル 駅前会議室「芙蓉」（〒500-8842 岐阜市金町 8丁

目 20 番地）

総会議題概要

【審議事項】

   第 1号議案 平成２７年度事業報告について

   第 2号議案 平成２７年度決算について

【報告事項】

第１号報告 平成２８年度事業計画及び予算について

※役員改選はありません

【活動報告】他団体との連携

○グラウンドワーク東海会員団体

NPO 法人朝倉川育水ﾌｫｰﾗﾑ

グラウンドワーク輪之内

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾜｰｸ一宮実行委員会

一宮平成ホタルの会

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾜｰｸ小牧

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾜｰｸ小牧測研

蜻蛉の会

立梅用水土地改良区

ふれあいの道を育てる会

NPO 法人穂の国森づくりの会

内山川ホタルを守る会

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾜｰｸ 徳川

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾜｰｸ 日本水工

明治用水土地改良区

ＮＰＯ法人犬山里山学研究所

○グラウンドワーク東海会員企業

㈱ｲﾁﾃｯｸ

ｷｻﾞｲﾃｸﾄ㈱

クラーク㈱

榊原建設㈱

㈱拓工

丸栄ｺﾝｸﾘｰﾄ工業㈱

葵エンジニアリング

㈱加藤建設

木村建設㈱

○相互会員となっている団体

ＮＰＯ法人犬山里山学研究所

ＮＰＯ法人朝倉川育水フォーラム

ＮＰＯ法人穂の国森づくりの会

○グラウンドワーク東海が会員または参加している

団体

一般財団法人日本グラウンドワーク協会

生物多様性尾張北部ネットワーク協議会

生物多様性東三河ネットワーク協議会

伊勢湾流域圏再生ネットワーク

○グラウンドワーク東海が後援した団体

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾜｰｸ一宮実行委員会

グラウンドワーク輪之内

○グラウンドワーク東海推進委員

NPO 法人朝倉川育水ﾌｫｰﾗﾑ 理事長 高橋 豊彦

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾜｰｸ一宮実行委員会 委員長 光嵜賢一

ＮＰＯ法人犬山里山学研究所 理事長 林 進

クラーク㈱ 代表取締役社長 坂倉 弘康

榊原建設㈱ 代表取締役 榊原 譲

㈱加藤建設 代表取締役社長 加藤 徹

岐阜県    田口 和也

【活動予定】第 20 回総会記念講演

日時：6 月 18 日（土）14:30～16:30

場所：グランパレホテル 駅前会議室（第 20 回総

会終了後開催）

第 1部 「長良川鵜飼を世界遺産

に！！～グラウンドワークで目標達成へ～」
  講師：鳥本浩平（岐阜市教育委員会社会教育課 歴史遺産活用推進係 主

任主事）

後援（依頼中）東海農政局、中部地方整備局、岐阜市教育委員会

第2部 グラウンドワーク東海活動団体からの発表と意見交換

第3部 $$別会場でアルコール入りの意見交換（会費約 4,000 円程度）

詳細は、本紙と同

封のビラまたは

ホームページで

ご確認ください。

※右の図は岐阜

市ホームページ

引用。左上の写真

は岐阜市教育委

員会提供

特定非営利活動法人グラウンドワーク東海
〒461-8508 名古屋市東区東桜 2-3-7-616
TEL/FAX 052-935-7430
E-mail npo.gw-tokai@ab.auone-net.jp
http://www.ab.auone-net.jp/~gw-tokai/



【活動報告】２月 6日グラウンドワークフォーラム

２０１６年２月６日(土)１３:３０~１７:００豊橋

市多米小学校体育館で約 30 名の会員、一般、児童・

生徒の参加で地域の環境改善活動を継続していくた

めの課題について考えるフォーラムを開催しました。

また、フォーラムに先立ち午前中は内山川ホタルの

会の活動を見学しました。

フォーラムの成果として、活動団体の継続、後

継者育成のためには、活動継続実績が自信につなが

り、外部からの評価につながる。従ってワクワク感

をもてる活動を企画して参加者を増やし、リーダー

育成につなげる。もし、リーダーの企画が失敗して

も応援する気持ちを持つこと。まずは活動目的を明

確にして継続することが重要。例えばホタルにかか

わる活動では、ホタルを飛ばすのが目的なのか、ホ

タル保護活動を通じて河川環境を改善するのが目的

なのか目標をはっきりさせることが継続につながる

ことが、確認・共有されました。

【活動計画】愛知サマーセミナーに参加しませんか

7 月 16 日（土）～18日（祝）東海学園大学他の会場で開催。

http://www.samasemi.net/2016/index.html

毎年名古屋市内の私立大学が持ち回りで海の日を中心にした連休に校舎・教室

を希望者に無料開放してテーマ自由で講座を開いて自由に聞いてもらう「愛知

サマーセミナー」が行われています。本年はグラウンドワーク東海も講座を開

設し、グラウンドワークによる地域づくり活動を若い方と議論してみたいと思

います。

会員・非会員を問わず、この際話してみたいテーマをお持ちの方、団体はグラ

ウンドワークから申し込みを代行しますので事務局までご連絡ください。

詳細はセミナーの左のホームページでご確認ください。

事務局連絡用新電話購入

グラウンドワーク東海の事務局は残念ながら常駐体制がとれていません。会員

との随時連絡のため、これまでのメール、ＦＡＸに加えて携帯電話を導入しま

す。

番号は近くホームページで公開しますので会員の皆様のご利用をお待ちしま

す。

活動団体報告

グラウンドワーク小牧活動報告

実践記録（愛・ロードパートナーシッブ事業（道路

清掃活動）

＊日  時・・28 年 ４月 10 日（日）9 時～11

時 天候曇り

＊場  所・・小牧市野口大山（四季の森交差点～

中央高速小牧東インター取り付け道路３．０キロ）

＊活動人員・・12 名

＊活動内容・・歩道及び路側の全線ゴミ拾い

＊活動状況等・春の清掃日和に恵まれたがこのシー

ズンは、各地での行事とも重なり参加者も少人数が

恒例となった。

一方清掃活動は 5ヶ月ぶりで放置ゴミも例年通り

多く、交通量も相変わらず多いので危険防止には最

大の注意をして作業に実施した。

結果的には特殊なゴミも少なく天候に恵まれ無事

作業を完了することが出来た。

「ポイ捨てのゴミ」は例年通りビン・カン・弁当

ガラが多く道路区域外には、大型の古タイヤ等の投

棄場所もあった。

＊収集ゴミ．．燃えるゴミ 11 袋。不燃ゴミ（不分

別）13 袋（２トンダンプ１／2 台程度）

                      

グラウンドワークサポーター、派遣依頼募集
NewsLetter50 号、51 号（グラウンドワーク東海ホームページ掲載）のとおり活

動団体に助言等を行うグラウンドワークサポーターを継続募集しています。

また、サポーター派遣依頼も受け付けていますので、適時、事務局へメールでご

連絡ください。

サポーター名簿

氏名 所属団体等

竹谷裕之 (一財)日本グラウンドワーク協会理事長

NPO 法人グラウンドワーク東海理事長

原田郁郎 NPO 法人グラウンドワーク東海副理事長

田中雄二 NPO 法人表浜ネットワーク代表

村井一道 NPO 法人グラウンドワーク東海会員

山本孝之 NPO 法人グラウンドワーク東海事務局員

グラウンドワークパートナー


